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構造解析ユニット

支援の成果：高難度タンパク質とグリッドの調製支援とGlaciosによるグリッドスクリーニングの支援

⚫ 左上ユニット名の図の色は変更不可です

⚫ ポスター1枚目の上部の枠3段は固定で
す。動かさないでください。

⚫ 青字は削除し、該当の内容を黒字で記
載してください。

⚫ 上部の枠3段以外は自由に記載頂いて
問題ありません。

⚫ 5年間の支援・高度化に関する概要・成
果をポスター2枚にまとめてください。

⚫ FTPの獲得経験がある課題には追加で
1枚ポスターを貼付できます。3枚目の様
式を参考に作成ください。

⚫ ポスター2枚目の上部の枠3段は必要に
応じて削除してもかまいません。

⚫ BINDS内の課題間やユニット間の連携、
AMEDの他事業との連携、企業との連
携などあれば積極的にご報告ください。

COIの開示：本発表に関して、開示すべき利益相反（COI）はありません

R2D2によるsiRNA末端の認識とAgo2への受け渡し機構

AsCas12fの構造基盤と合成生物学的手法に基づいた高活性ゲノム編集ツールの開発

PCO371によるPTH1Rの新規Gタンパク質選択的活性化機構

カロテノイドを発色団として持つ新規光駆動型プロトンポンプ Kin4B8 の光エネルギー利用構造基盤
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